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論　　文　　の　　要　　旨
〈目　的〉
　Subependy鵬o臓aは主として脳室壁に発生する腫瘍で，Scheinker（1945）がこの腫瘍の組織像が
Subepe地y狐a1g1ia11ayerの構造に似ていることからS曲epe夏dy磁o聰aと命名した。その後この腫瘍の
病態や成因について，炎症説（Russe1と馳binstein，1976）．奇形説（C1arenbachら，1976：亘o，
ユ983），過誤腫説（K㎜icki，1965：Azzare11iら，1978：曽我部ら，1978）など種々の学説が報告さ
れて来たが，最近では腫瘍性病変と認識されつつあり（Sa1c聰anとMeyer，王983），Astrocyto狐aや
Ep㎝dy腕o㎜aから独立した一つの良性腫瘍とされている。
　今回著者らはSubependy脈o搬aの手術標本で従来の報告にみられないような組織学的に強い核多形
性を示す症例に遭遇したので，この腫瘍の病態をより明らかにする目的で臨床病理学的に検討した。
〈材料と方法〉
　1981年から1986年迄の5年聞にG6tti㎎en大学で観察した手術標本および剖検標本によるSubepen－
dy㎜o㎜a11例（症侯性7例，無症侯性4例〉をretrospectiveに臨床病理学的観点とQuantitative臓or－
pho脇etry，DNA－F1owcytometry等の方法を使用して検討した。
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〈結　果〉
　症侯性のSubependy㎜o狐aの7例申3例に組織学的に細胞密度が高く核多形性が著明な一群が見ら
れ，またQuantitative㎜orpho㎜etryにおいて核の大きさが通常のものに比して有意に大きいことが示
された。また，これらはDNA～f1owcyto㎜etryにてグリオーマGrade互にくらべて増殖能が高く，ほ
ぼGrade互mIに相当することが認められた。臨床症状や再発の有無，脳CTとMRIによる画像所見
等では，核多形性などの組織学的に悪性な所見に見合う特徴的所見は得られなかった。
〈考　察〉
　WHOの脳腫瘍分類（！979）ではSubependy㎜o肌aはEpendy服o㎜aのVariantに含まれGrade　Iの
良性腫瘍とされ，またこの腫瘍は無症侯性のものが多いことから“most　benign　g1io臓a”ともいわれ
ているが，本研究からSubependy狐omaの一群に強い核多形性や細胞の増殖能の高い症例が存在する
ことを認めた。臨床的にも本腫瘍症例でごく稀に浸潤性の発育や再発例も報告されており，本研究
からSubependy㎜o服aに関してこのようなVariantの存在も念頭において適切な診断や治療の上で対
処する必要があると考えられる。
審　　査　　の　　要　　旨
　従来Subependy孤o孤aは良性腫瘍とみなされてきたが，本研究はこの腫瘍のなかの一群には病理組
織学的に比較的悪性の像を呈するものが存在することを明らかにしたもので，このことは脳神経外
科領域の診断と治療の上で貢献するものと思われ，この成果は意義深く十分に医学博士論文の内容
たり得る。
　よって著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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